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心電図検定 ２ 級
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日本臨床工学技士会
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（2023年 3 月31日まで）
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体外循環技術認定士
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瓦谷　義隆
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氏　名 専門医資格等 所属学会

臨 床 工 学 技 士 吉川　拓都
２0２２年 ４ 月３0日まで

臨 床 工 学 技 士 田村　成己

臨 床 工 学 技 士 樋田　貴久

｜令和 ４年度の主な取組｜

1．担当技士（人事異動）
　２0２２年度の臨床工学科は、定数１5名であるが退職することが決まっていたスタッフがいたため １ 名過員
の１6名体制でのスタートとなった。しかし、産休・育休者が １ 名在籍していることから、１5名での運用と
なった。 ４ 月末日をもって １ 名が退職となり過員は解消された反面、夜間勤務およびセカンド待機を ７ 名
で対応せざる得ない状況でスタッフの業務負担は増すばかりで苦慮している状況であった。集中治療加算
の関係上、土・日・祝日ともに２４時間体制での労務であることから、平日に週休を消化するため、以前よ
り日勤帯業務に携わる人数が ３ ～ 5 名少ない人数で日常の業務を行った。そのため、休祭日には日当直業
務とするなど、変則勤務にて対応を行っている現状となっている。１２月から更に １ 名が産休に入り定数よ
り ２ 名減での運用となったことにより更に業務負担となった。現スタッフの在籍年数は平均で２.8年であり、
多岐にわたる幅広い業務が多く、かつ専門性が高く技術習得に時間がかかる業務の中で、スタッフ育成・
教育について再考していき夜間勤務に対応できるスタッフを１0名にすることができた。
　優秀なスタッフを他施設へ流出させないよう引き続き勤務環境の是正や人材の確保等に努力をしていく
次第である。

2 ．診療補助業務
　臨床支援業務においては、手術室業務は大幅に業務量が増加している。心臓血管外科領域では人工心肺
症例は前年に比べ増加となっているが、off pump CABGやステント・人工血管置換術などの待機症例を含
めた症例数では微増であった。 6 月から経カテーテル大動脈弁留置術（TAVI：Transcatheter Aortic Valve 
Implantation）の業務が新たに加わり、清潔野でクリンピングを行うなど精力的に業務を行っている。
　ダビンチ手術においては、肝臓手術も開始され各症例に応じた配置レイアウトの整備を行い、セッティ
ングをはじめ臨機応変な対応を行っている。
　透析の件数は、前年度と同様で透析室での運用は月から土であり、月・水・金は午前からと午後からの
２ クールで実施しつつ、更に重症度の高い患者さんには、救命センターやICUでの透析を実施し総数で３00
件以上の症例に対応した。また他施設での経験がある技士を中心に穿刺業務への対応を徐々にではあるが
着手することができた。今後は更にエコー下での穿刺やシャント管理においての教育システムを構築して
いく。
　循環器科領域での心臓カテーテル検査・治療，アブレーション・EPSといった不整脈治療をはじめこの
領域においては前年より症例数を減らしたが、遠隔モニタリングを夜間勤務時間帯での業務として定着さ
せ２800件の業務を行えた。ペースメーカをはじめとした植え込み型のデバイスに関しては、新規植込み症
例がデバイスのフォローアップする件数に蓄積されていく状況であるため、スタッフの業務軽減のため遠
隔モニタリングシステムの導入を視野に入れて業務の発展と共に検討していく。
　新たな業務への取り組みとしては、泌尿器科から依頼のあった病棟での膀胱内圧測定の業務を ７ 月から
開始した。症例数自体は多くないが、フタッフ全員が業務として携われるよう教育を行っていく。また今
後更は夜間勤務における業務の拡張を検討していく。新たな業務依頼のある内視鏡手術での診療支援やト
ラブル時の依頼などにも対応できるように今後の課題として調整・教育および人員要求を行っていく。
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令和 ４ 年度　臨床支援業務件数      
４ 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

血 液
浄化業務

血液透析件数
（人工腎） １７３ １７２ １７9 １４6 １6７ １5７ １98 １60 １60 １95 １７２ １７0 ２0４9

殊血液浄化療法
（人工腎以外） １6 ２5 １１ ３8 ３４ １３ ２１ １5 ４２ 60 ３0 ２２ ３２７

今年度 １89 １9７ １90 １8４ ２0１ １７0 ２１9 １７5 ２0２ ２55 ２0２ １9２ ２３７6
前年度 ２３２ ２４７ １96 ２２5 １７9 ２３４ １90 ２0４ ２４３ ２４9 ２09 ２４３ ２65１

人工呼吸
関連業務

人工呼吸器
ラウンド １３１ １09 85 １00 １２７ １４8 9７ １0２ １７0 １86 １３４ １３４ １5２３

NIPV装着 60 ７１ ７２ ７７ １１２ ３6 8１ 58 ４8 8７ １0７ 9４ 90３
今年度 １9１ １80 １5７ １７７ ２３9 １8４ １７8 １60 ２１8 ２７３ ２４１ ２２8 ２４２6
前年度 ２9２ ２４8 １9７ １７5 ２6４ ２50 89 １9１ ２0１ １４３ ２96 ２5４ ２600

人工心肺
業 務

人工心肺 5 ７ ７ ２ ３ ３ ３ ４ ４ ４ 8 6 56
off pomp 0 0 0 0 0 0 0 １ 0 0 １ 0 ２
ステグラ ２ １ ２ 0 0 ２ ２ 0 １ １ １ ３ １5

今年度 ７ 8 9 ２ ３ 5 5 5 5 5 １0 9 ７３
前年度 6 6 ４ ７ ４ ４ ２ ７ 6 ２ ４ ４ 56

補助循環
関連業務

大動脈バルーン
パンピング 0 0 ３ 0 １ 0 ２ 0 0 １ 0 １ 8

経皮的心肺補助 0 0 0 0 ２ １ 0 0 0 １ １ ２ ７
低体温 0 5 １ ２ 0 0 １ ２ 0 ２ 0 5 １8

今年度 0 5 ４ ２ ３ １ ３ ２ 0 ４ １ 8 ３３
前年度 5 ２ １ １ 5 ４ 5 ７ 6 0 ２ ４ ３0

ペ ー ス
メーカー
業 務

植込み・電池交換 ２ 6 １１ 9 ３ 5 ７ ４ ４ １ 6 ４ 6２
遠隔モニタリング ２２７ ２３0 ２２8 ２３７ ２４１ ２２5 ２２6 ２２２ ２１8 ２４４ ２３8 ２４３ ２７７9
外来点検 58 ４9 6３ 60 ３４ 8２ 5２ ４8 ４8 58 ３5 6２ 6４9
遠隔なしデータ 60 55 ７４ 69 ３７ 8７ 59 5２ 5２ 59 ４１ 66 ７１１

今年度 ２8７ ２85 ３0２ ３06 ２７8 ３１２ ２85 ２７４ ２７0 ３0３ ２７9 ３09 ３４90
前年度 6３ 68 ７6 6２ 56 6１ 5２ 6１ 60 55 5１ ７5 ７４0

カ テ 室
関連業務

診断カテ ７6 ４6 ４9 ３0 ３７ ４２ ４３ ４5 ２７ ４２ ４４ ４２ 5２３
PCI ２9 １４ ２２ １２ １４ １７ １７ ２２ １３ ２5 １７ １9 ２２１
ABL・EPS 5 ７ ７ ７ 5 6 9 ７ 8 ３ 6 6 ７6
PTA・その他 8 ７ 8 １0 ７ 9 8 ７ ２ ４ 8 5 8３

今年度 １１8 ７４ 86 59 6３ ７４ ７７ 8１ 50 ７４ ７5 ７２ 90３
前年度 99 ７３ １0７ 99 95 8３ 86 90 96 ４6 ７３ 86 １0３３

手 術 室
関連業務

ラジオ波焼灼術 １ ２ １ ２ ２ 0 ４ ４ １ ２ ２ １ ２２
SEP・MEP 8 ７ １１ 5 １１ 5 8 8 6 １３ １6 6 １0４
ダヴィンチ １6 １４ １７ １5 １5 １0 １6 ２１ ２３ ２0 ２0 １6 ２0３
自己血 ２ 0 １ ２ 0 0 ２ １ １ 0 ４ ２ １5
TAVI ２ ２ 0 １ ２ １ １ １ ２ ３ １5

今年度 ２７ ２３ ３0 ２４ ２8 １5 ３0 ３４ ３１ ３5 ４２ ２5 ３４４
前年度 ３5 ２5 ２７ ２３ ２9 ２5 ３２ ２8 ２２ １9 ２6 ２７ ３１8
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3 ．ME機器管理業務
　医療機器管理業務では、従来からの輸液ポンプ・シリンジポンプ・人工呼吸器をはじめとした中央管理
機器の返却点検業務を行っている。点検に関しては、当部署内で対応できる機種を増やして点検費用の削
減を目標に掲げて運用を行った。人工呼吸器をはじめメーカーによるメンテナンス講習を受講して院内で
の定期点検や部品交換を実施できるように整備を進めている。実際に返却点検は昨年に比べて１４00件/年の
増大で、定期点検においても１３00件/年の増大となった。医療機器に関する業務を夜間勤務時間帯に行っ
ていくように調整を図るも現状として進んでいっていない。今後の課題として整備していく。また定期点
検等の内容が浅いものも多く今後の機器管理システムの在り方を再構築していきたい。機器管理登録シス
テムにおいても、現場で対応できるように、タブレットを用いた運用方法を構築していく。

令和 ４ 年度　機器管理業務件数
４ 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合計

終業点検
件 数

今年度 １960 ２１３３ ２１96 ２１86 １990 ２009 ２066 ３４8１ １７6２ ２１２７ ２１8３ ２１8７ ２6２80

前年度 ２0３４ １905 ２１6３ ２１７３ ２１5４ ２060 ２２１３ ２１４9 ２0４２ １88３ １90２ ２２３７ ２４9１5

定期点検
件 数

当科実施 58３ ７４8 660 98２ ７05 800 65２ １066 ７７6 5４７ 56２ 8７0 895１

メーカー実施 5 6 １１ 0 5 0 ４４ ２00 １１ 9 0 0 ２9１

今年度 588 ７5４ 6７１ 98２ ７１0 800 696 １２66 ７8７ 556 56２ 8７0 9２４２

前年度 699 56１ 6４0 686 ７１5 ７0１ 68１ ７6７ 5１0 600 606 69４ ７860

実施率（％） 99.１ 99.２ 98.４ １00.0 99.３ １00.0 9３.７ 8４.２ 98.6 98.４ １00.0 １00.0

修 理・
OH件数

当科実施 ３２ ３9 59 ４9 ４5 ４9 55 8７ 5７ ４７ ４9 5４ 6２２

メーカー実施 ４5 5４ ４0 ２8 ２３ １8 １４ ２8 １１ １１ ３0 １３ ３１5

今年度 ７７ 9３ 99 ７７ 68 6７ 69 １１5 68 58 ７9 6７ 9３７

前年度 １0１ ７７ 85 ７9 6４ 65 １05 88 １３４ 6４ ４７ ７0 9７9

実施率（％） ４１.6 ４１.9 59.6 6３.6 66.２ ７３.１ ７9.７ ７5.７ 8３.8 8１.0 6２.0 80.6

 ※終業点検及び、定期点検に関する点検内容、又は実施期間に関しては取扱説明書に準ずる

　日常返却点検として平均で80件/日（月平均で約２,２00 件）
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４ ．その他活動
　本年度も例年通りRST（呼吸サポートチーム）に参加するとともに、臨床工学技士が毎日病棟呼吸器ラウ
ンドを実施し、人工呼吸器が適切に使用されるよう設定等のチェックを行った。
　院内での啓蒙活動として、新人看護師さんを対象とした輸液・シリンジポンプ取り扱い講習を始め、病
棟における人工呼吸器などの勉強会を開催し、新規装置納入講習や各部署からの要望に対する機器・装置
等の取り扱いに関する講習・勉強会を行った。京都看護助産学校にも上野臨床工学技士が医療機器安全管
理の内容で講義を行った。講習会・勉強会総数は5１件と院内でのME機器に関する取り扱いと共に医療機
器安全管理を周知する活動ができた。
　本部主催のCOVID-１9研修においては、当部署のスタッフである永田臨床工学技士が「当院のCOVID-１9
に対する臨床工学技士の対応」の題目で登壇し講演を行った。グループ主催研修である勤務時間管理研修
を瓦谷臨床工学技士長および柳澤主任臨床工学技士が受講し、臨床工学実地研修においては、大阪医療セ
ンターより １ 名の受講者の受け入れを行った。また労働者健康安全機構主催の臨床工学技士研修には、牟
田臨床工学技士が参加し、モニターに関する受講を行った。

５ ．臨地実習受け入れ
　　なし

６ ．研究活動
　　論文・学会発表　なし
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